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研究成果の概要（和文）：本研究計画は（１）ユーラシア大陸内陸部にも本病患者が存在するか、（２）いると
すればその臨床症状は本邦のそれと類似しているのか、（３）疾患関連遺伝子は同じか、などが大きな柱であ
る。
成果：（１）アゼルバイジャン人、アルメニア人、チェチェン人、ダゲスタン人、ロシア人、カザフスタン人、
モンゴル人の患者の存在を確認した。（２）その臨床症状は我が国の患者とよく類似していた。特にモンゴルに
は多数の患者が存在することが確認された。（３）疾患関連遺伝子では最も関連が強いHLA-B51 は諸外国の患者
でもみられた。現在関連遺伝子の解析を進めている。

研究成果の概要（英文）：The topics of this project are following, (1) presence or absence of Behcet'
s disease in internal region of Eurasian continent, (2) if presence, the symptoms are similar or 
different from Japanese patients, and (3) the patients have same disease associated genes or not 
compared to other countries.
Behcet's patients were observed in Azerbaijani, Armenian, Chechen, Dagestan, Russian, Kazakh, and 
Mongolian. We saw many Behce's patients in Mongol particularly. Their clinical symptoms are similar 
to those of Japanese patients. Some of them have HLA-B51, that is the most associated gene. However,
 the prevalence of the gene is still unknown in those countries among healthy population. Gene 
analysis is now in progress.

研究分野：眼科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ベーチェット病は古代シルクロード沿いに多発地域が偏在する。途中の中央アジアやモンゴル、カフカス地方は
未調査の空白地域であるが、この地域でも患者が存在することを明らかにした。またその臨床像は日本人と同様
であった。疾患関連遺伝子 HLA-B51 は東へ行くほど眼症状との関連が強くなり、またアレルギー症状と逆相関
した。失明率の高い難病の重症化あるいは軽症化のメカニズム、生活環境や衛生状態と発症との関連に医学的手
がかりを得た。さらに調査対象諸国の医師に本病の診断法などを伝え、ディスカッションを通じて、これらの
国々の医療水準の向上にもいくばくか貢献できたと考える。
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１．研究開始当初の背景 
我が国の 3 大ぶどう膜炎原因疾患はベーチェット病、サルコイドーシス、フォークト-小柳-
原田病である。とりわけベーチェット病は若年者に多発し、失明率が高い難病である。しかし、

北米や南米、北欧、サハラ以南のアフリカには見られず、もっぱらユーラシアの北緯 30°か
ら 45°の古代シルクロード沿いに多発する。ベーチェット病は最初に指定された厚労省特定
疾患であり、内因と外因の両面から研究が進められ、日本の研究は常に世界をリードしてきた。

申請者らが国際眼炎症学会/国際ぶどう膜炎研究会の調査として行った研究でもやはりシルク
ロード地域が多かったが、人種・民族により臨床像が異なることを明らかにした（Kitaichi N et 
al. Br J Ophthalmol, 2007）（Kitaichi N et al. Br J Ophthalmol, 2009）。ベーチェット病の最
多発国はトルコとイランである。ユーラシア大陸内陸部にはトルコ系遊牧民族の末裔が多数存

在するにもかかわらず、アラル海〜カスピ海〜黒海周辺地域は、引き続きデータのない空白地

域である。 
 
＜我々研究チームの成果＞ 
疾患関連遺伝子：厚生労働省特定疾患であるベーチェット病は、申請者らを含む日本のぶど

う膜炎研究の一大成果として原因遺伝子が解明された （Mizuki N, et al: Nat Genet. 2010）。
ゲノムワイド遺伝子関連解析（GWAS） により、 HLA class I 領域（HLA-B*51と A*26）、
interleukin (IL)10、IL23R/IL12RB2 の領域が強く相関していることを明らかにした。 
世界的空白地域への挑戦：申請者らはこの 3年間、ロシア医科学アカデミーと共同で、まず
ロシアでのベーチェット病臨床像を検討した。その結

果、ロシアにも同病が存在すること、しかし民族背景

を調べると、白人ロシア人は少なく、その多くがカフ

カス地方出身者であった（Lennikov A et al. Clin 
Rheumatol2015）。しかもこれらアゼルバイジャン、
アルメニア、チェチェン、ダゲスタンの４民族は、い

ずれもロシア国内人口のわずか１％程度の少数民族で、

すべてトルコ系遊牧民族の末裔である（右図）。 
 
＜中央アジア（トルコ）系諸民族では？＞ 
HLA-B*51 は日本人を皮切りに、韓国、台湾、ラオス、
クウェート、イスラエル、トルコ、ギリシア、イタリ

ア、チュニジア等で疾患との関連が報告されている。申請者らは、韓国人でも日本人と同様、

特に HLA-B*5101 が極めて強く相関していることを報告した（Horie Y et al: Rheumatology, 
2012）。また、HLA-A*26 は日本人と韓国人で関連が報告されている。2010 年に明らかにし
た IL10、IL12R/23RB2 は日本人とトルコ人での解析結果である。さらに我々は TLR4 との
関連も報告した（Horie Y et al. Rheumatology, 2009）が、カフカス地方、中央アジアでのこ
れらの遺伝子多型は不明である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまでの空白地域である、カフカス地方、中央アジア諸民族を中心に、

ベーチェット病臨床像と遺伝子背景について詳細に検討することである。 
 
３．研究の方法 
（１） ロシア医科学アカデミー、カザフ国立眼科センター、キルギス政府・国立民族病院、

モンゴル国立医科大学との協力体制を構築 
（２） ベーチェット病患者を出身民族や遺伝背景を含め、臨床所見を集積、解析 
（３） DNA サンプルを精製し、従来から指摘されている HLA 領域を検討 
（４） 我々のゲノムワイド関連解析で得られた知見を元に他の候補遺伝子を民族ごとに解析 
 



４．研究成果 
 研究計画に則って各国の主要医療機関および政府機関と連携して現地へ赴いた。 
（１）ロシア、カザフスタン、キルギスタン、モンゴル、ネパール等を調査した。アゼルバイ

ジャン人、アルメニア人、チェチェン人、ダゲスタン人、ロシア人、カザフスタン人、モンゴ

ル人の患者の存在を確認した。 
（２）その臨床症状は我が国の患者とよく類似していた。特にモンゴルには多数の患者が存在

することが確認された。（３）疾患関連遺伝子では最も関連が強い HLA-B51 は諸外国の患者
でもみられた。ただし、これまで対象諸国の一般健常者における同遺伝子の保有率調査がされ

ておらず、現時点で明らかではないため、疾患関連遺伝子の保有率が健常者と正確に比較でき

ない。現在関連遺伝子の解析を進めている。 
最終年度には日本国外務省・大使館の協力も得てネパールとキルギスタン（2 度目）を訪問
した。医療機関、医育機関などを調査した。現地で新たな国際共同研究の申し込みがあり、本

研究は今後さらに参加国が広がっていくものと考える。 
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